
安全な公園に再整備する必要が生じている。 　既存公園においては、公園を利活用したい活動団体が使用で

　さらに、現在進行中の土地区画整理事業の区画整理地区内に きる仕組みづくりを進め、利活用しやすい施設に改修すること

は、新規公園などの整備を予定しており、工事費や維持管理費 で、公園施設の安全性を高め、予防保全型の維持管理により、

の増加が見込まれてる。 費用を抑制しながら、賑わいの創出と公園施設の長寿命化を図

　そのため、老朽化した既存公園の再整備や新規の公園整備を っていく。

行う際には、地域特性や市民ニーズを把握し、今後の公園のあ

り方を検討しながら、維持管理費の抑制に向けた取組が必要に

なっている。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 4年 6月30日 作成部局名 環境経済部 担当部局名

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

みどり公園課

06
都市環境と自然環境が調和したまち

26
魅力ある公園づくり

市民にとって身近な憩いの場である公園等について、地域の景観や特色を活かし、市民の誰もが安心して集える公園・緑地

を整備します。

公園事務費

ちびっ子プール補助金事業

公園維持管理事業

公園施設整備・改修事業

公園に対する愛着 公園整備・緑化推進の満足度
％ 42.3 36.4 40.6

(市民意識調査 )

公園の維持管理に携わるボ ボランティア団体数
団体 42 41 41

ランティア数

ちびっこプール利用者数 ちびっこプールの利用者数
人 9,437 8,964 0

　社会的には、人口減少・少子高齢化の進展を踏まえ、レクレ 　アンケートや実態調査などから、地域特性や市民ニーズを捉

ーション空間の提供、コミュニティの形成、防災性の向上など え、既存公園を魅力的で安全な公園に再整備する公園リニュー

、公園のポテンシャルを最大限に引き出すことを重視した施策 アル計画に基づく取組を推進していく。

への転換が求められている。 　新規の公園整備においては、これまでの集い・憩う公園に、

　市内の公園においても、開設した当時と現在では、地域特性 被災時に機能する施設を設けるなど、状況に応じた役割や機能

や住民ニーズが変化していることや、開設後約３０年を経過し を付加することで、公園利用者が様々な場面で利活用できる魅

た公園が多くあることなど、現在のニーズ等を踏まえた魅力的 力ある公園にしていく。

で



民ニーズ
を捉えたソフトとハードを織り交ぜた取組が必要である。また、現在、包括指定管理に含まれていない都市公園以外の公園での賑わい創出
に向けては、社会実験の実績を蓄積した中で、民間事業者のノウハウを活かせるよう新たな指定管理者制度の導入を検討する必要がある。

今後、本施策の目的である「地域の景観や特色を活かした、市民の誰もが安心して集える公園・緑地の整備」に向け、指標を達成するため
、指定管理者制度や官民連携の手法を活用し、「地域の景観や特色」を生かした具体的な取組を一層充実させるとともに、ソフト・ハード
の両面から「市民のだれもが安心して集える公園・緑地」とするため、市民ニーズを捉えた更なる公園の魅力創出を行うことが必要と考え
る。

02 公園事務費　（みどり公園課）

公園事務費

任
意

2,431

2,350

－ － － － － － － 予01 01 08 04 06 02 01 2,350

2,350

7,963

03 公園維持管理費　（みどり公園課）

ちびっ子プール補助金事業

任
意

1,244 ちびっ子プールは親子のふれあいや

1,600 コミュニティ形成の機会として有効

－ － １ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 08 04 06 03 01 1,604 であり継続していくが、運営の担い

ちびっ子プールの運営を行う 1,604 手不足の町会も生じている。

町会に補助金を交付する。 1,246

戸田市

公園維持

施

管理事業

任
意

494,

策

320 公園の包括指定

評

管理者制度の導入に

5

価

14,344 より、公
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来る
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ト
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03 02 551,77

成

7 維持管理を行いつつ

日

、効率的な公園

公園等

令

の樹木・施設物の維持

和

542,596 経営に

 

より、賑わいの創出と

4

費用の

管理 18,00

年

2 抑制を図っていく。

 

04 公園施設

6

整備事業　（みどり公

月

園課）

30日

公園施設整備・改

作

修事業

任
意

55,33

成

6 公園の新設は、新曽

部

土地区画整理事

22,

局

899 業の進捗に応じ

名

て行う。彩湖・道満

○

環

－ ２ ○ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ01

境

01 08 04 06 04

経

01 176,247 G

済

Pの大規模リニューア

部

ルや既存施設

新設公園

担

の整備、公園施設の 1

当

76,247 の改修等

部

は、公園リニューアル

局

計画

改修 16,825

名

に基づいて順次行う。

○結果と

R3決

今

算額 R4計画額 R5予

後

算額
計（千円） 事業費

の

553,331 541

方

,193 731,97

向

8
うち一般財源 519

性

,445 512,01

進

2 722,797

捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０４年度（事業費総額） 令和０５年度 令和０６年度 令和０７年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０４年度（人件費総額） 令和０５年度 令和０６年度 令和０７年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R3決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
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策
内
優
先
度

事業コード R4予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
5

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

　令和３年度は民間事業者のノウハウにより、公園の利活用を活性化させるため、彩湖・道
満グリーンパークを含む８５箇所の都市公園を包括して管理・運営する指定管理者制度を導
入した。また、上戸田地区の大前公園をモデル公園とし、ワークショップにて意見交換を行
い、大規模改修に向けた公園設計を実施した。

Ａ
　公園での憩いや賑わいを創出するため、キッチンカーによる飲食販売、イルミネーション
による夜間景観の演出、未就園児の外遊びをサポートする機会の提供などの社会実験を行っ
た。今後も彩湖・道満グリーンパーク同様の賑わいを創出するリニューアルを進める。

541,193 ↑ 731,978 ↓ 678,231 ↓ 634,731
　令和３年３月策定の公園リニューアル計画に基づくリニューアルを推進しており、今後も公園の経営・運営の効率化を進め、ハード、ソ
フト、経営の３つの視点で公園の賑わいを創出するリニューアルを積極的に進めていく必要がある。

37,113 ↑ 44,037 → 44,037 → 44,037
　指定管理の対象公園である彩湖・道満グリーンパークの大規模リニューアルと都市公園をリニューアルするため、地域特性や市


